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論文内容の要 1:::. 
国

酵母 E. magnusii のミトコンドリアをフレンチプレス破壊し，その上清画分をポリエチレングリコ

ーjレ分画， DEAE セノレロースカラムにより，超遠心的にほぼ均一な ATP アーゼ (13 s) を得た。この

際，上清やポリエチレングリコーJレ枕澱の段階では ATP アーゼ活性は潜在性で， イオン強度を高く

し 400C で温める乙とにより数十倍の活性化がみられる。逆に Mg2寸は ATP アーゼ活性を潜在した

まま保つのに効果がある。 DEAE セルロースカラムを通した後では活性は顕在で， 100,._, 140μ モノレ

1 分/mg となる。

この ATP アーゼは牛心筋起源のものと同じくアノレコーノレ添加で防がれる低温失活性を示す。この

可溶化された ATP アーゼはミトコンドリア膜 ATP アーゼと同じく DNP で活性が促進されるが，膜

ATP アーゼを阻害するオリゴマイシンやトリアルキ jレ錫では阻害されない D 酵母からの酵素の ATP

アーゼとしての性質は，牛心筋からの ATP アーゼ?とほぼ同じで，同様に酸化的リン酸化の ATP 合

成の最終段階に働く酵素だろう。酵母からはこれが潜性の ATP アーゼとしてとり出され， より自然

な形を示すと思われる。参考論文・ INHIBITORY ACTION OF TRIALKYLTIN COMPOUNDS 

ON OXIDATIVE PHOSPHORYLATION IN MITOCHONDRIA 

有機錫化合物が強力な殺かび作用を示すと乙ろから酸化的リン酸化への作用を調べたD トリアノレ

キノレ錫は強力なエネノレギ一転位反応の阻害剤で， ミトコンドリアに対して化学量論的な阻害を示す

(9 X 10-10 モノレトリブチノレ錫 /mg 蛋白質)参考論文・ A COUPLING FACTOR OF OXIDATIVE 

PHOSPHORYLATION WITHOUT ADENOSINE TRIPHOSPHATASE ACTIVITY FROM BEEF 

HEART MITOCHONDRIA 

牛心筋ミトコンドリアをMg2+， Mn2+存在下で壊すことにより，酸化的リン酸化の共役因子を抽出，

部分精製しその性質を調べた。乙の因子は ATP アーゼ活性を持たないが，共役因子としての性質は
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Racker 達の ATP アーゼをもっ共役因子と似ており，両者の違いがミトコンドリア破壊時の Mg2汽

Mn2十の存非に起因することが示された。

論文の審査結果の要旨

好気的な細胞のエネノレギー供給の大半を荷っている酸化的リン酸化反応の機構は，酸化還元反応で

放出される自由エネノレギーが何らかの高エネノレギー中間体(状態)に固定され，ついで酵素的にATP

のピロリン酸結合に転位されると考えられているが，その詳細は未だ明らかではなく，色々の角度か

ら研究されつつある。そのうち最も重要なものの一つは ATP を合成する段階に働く酵素(共役因子)

の研究であるが，乙れはこれまでは ATPase 活性をもつものとされてきたのであるが，著者はまず牛

心筋のミトコンドリアからこの因子を抽出する際~L M計十の存非がこの因子の ATPase 活性をもつか

否かを決定することを見出し，実際に ATPase 活性のない共役因子を分離精製した。著者は更に酵母

のミトコンドリアより同様の因子を ATPase 活性をもっ形でもまたもたない形ででも分離精製する乙

とに成功し，前者の場合に潜在性のATPaseが‘活性のATPase~乙変換する要凶および精製されたATPase

の性質を調べている。

これらの結果は共役因子がATPase活性をもっ乙とはむしろ二次的なものである乙と，および、M計十

が共役因子の性質に大きな影響を与えていることを明らかにした。したがってこの研究は呼吸による

ATPの生成すなわち酸化的リン酸化の機構の解明に貢献するととろが大きいものと思われる。よって

同君の論文は理学博士の学位論文として十分価値あるものと認める。
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